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コンピュータによる帽子パターンの作成（ 第３報）

帽子ブリムのパターン展開 一一一

Ｏ斎 藤

山 田

晴美

民 子

C(社）日本家 政学 会

実践女大家政　　　　○平山　順之　　板橋　知子
田中千代学園短大　　　加藤　紘子　　早川　史希子

目的　 従来、熟練者の経験と試作にたよっていた帽子のパターン作成について、コンピ
ュータを用いた３次元形状計測とグラフィック処理、さらに、素材物性を考慮することの
できる、合理的なパターン展開によるプログラムの作成にあたっている。コンピュータを
利用することで、熟練の必要度を少なくし、多品種少量生産に適するような異なる素材に
対するバリエーション展開が容易となる。第一報、及び、第二報では、帽子のクラウン
（ 帽子の山）の３次元形状計測から、2 次元パターンへの展開について報告を行った。今
回は、帽子のブリム（つば）部分の展開について報告する。

方法　まず、帽子のクラウン部分から、ブリムのつく位置の形を設定し、そのサイズ展
開を行う。次に、ブリムの前、後、脇の幅と、ブリムの水平からの下がり角度を指定する。
ブリムの２次元パターンへの展開方法は、帽子の中央を中心として微小角度で等分に垂直
分割する。その微小区間におけるブリムは、円錐台の側面の一部とみなすことができる。
そこで、比例配分により求めたブリムの幅が円錐台の斜高となり、その位置でのブリムの
下がり角度は、その円錐の頂角となる。このような方法で帽子の前側から右半分について
微小区間の展開を連続して行い、これを結合してから、その外側線が滑らかなスプライン
曲線となるようにする。

結果　以上のように作成したブリムパターンをＸ－Ｙプロッタで描図し、紙による試作
を行い、ブリムの形、及び、接合部分の検討を行ったところ実用に耐え得るものであった。
今後は、布の素材物性による影響を考慮したパターンの修正方法について研究を行い、試
作を必要としない帽子パターンプログラムの作成を進めていく予定である。

衣服原 型 の評 価

東京 家 政大生 活 科学 研

東京 家 政大 家政

目的　衣服設計を行う場合に基本となる「原型」は、いろいろな方法で作成され研究も。

続けられている。本研究では工業技術院繊維高分子材料研究所で開発された『歪最小曲面

展開アルゴリズム』で作製した胴部展開図形を基準に、作図原型として広く使われている

文化式、ドレメ式、家政大式について衣服原型を検討し、評価を行った。

方法　作図原型を着用可能な最小のゆるみを入れた図形であると考え、これと歪最小胴

部展開図形（仮称AG 原型）のダーツを切り開いた図形の４種類を重ね合わせた。そして

合計3  6 種の図形を得て、重ね合わせた図形のずれ（差異）の面積によって評価を行った。

動作によって大きく動くA.    Hライン部分を除いてＡＧ原型の外郭部分、内郭部分、脇部

分（ゆるみ分）の秤量を行い面積に換算した。作図原型を比較するに際して、人為的に考

えられたゆるみ部分を除外して、比較を行うことにも意味があると考えた。重ね合わせた

図形のずれの外郭部分面積の絶対値と、内郭部分面積の絶対値の和、更に脇部分面積の絶

対値との和も求め比較検討した。

結果　これらの面積からドレメ式は体にぴったりとフィットし、文化式はゆったりと、

家政大式はその中間位に位置するということが実証された。また、それらの作図法が歪最

小平面を作りだす方式であることが理解できた。


